題目（明朝15ptボールド）2行にわたる場合の2行目は

1行目よりも短く
（副題は括弧内に（明朝12ptボールド））

著者1 氏名A，著者2 氏名B，著者3 氏名C （明朝12pt）
著者4 氏名A，著者5 氏名B （姓と名の間には半角スペースを入れる）
１　書式←章（ゴシック10.5ptボールド　番号は全角）

　このテンプレート自体が予稿集原稿の書式に準じていますので，「上書きモード」に設定し，利用してください。図，参考文献全てを含めて2ページ以内で作成してください。本文部分の左右と上のマージン（余白）は20mm，下は25mmでお願いします。題目部分や脚注部分は，テキストボックスを貼り付けているわけではありませんので，まさにこのファイルをテンプレートとしてください。章と節の前には空白行を入れてください。

1.1　文字のフォントとサイズ←節（ゴシック10.5pt）

　本文の基本文字サイズは10.5pt，フォントは明朝（英数字はCentury）とします。句読点「。」「，」や括弧などの記号は，いずれも全角とします。ただしWordによって、禁則処理など自動的に表示される場合，特に気にする必要はありません。

1.1.1　著者名と所属←項（ゴシック10.5pt）

著者名は明朝12pt，所属名（学部名あるいは部署名）は明朝9ptで記述してください。著者氏名の右肩に，所属を区別するための記号を上付きで付けてください。一人目からアルファベット大文字（半角）A, B, C…を使用してください。

　　著者が1名の場合は，テンプレートから著者2 氏名～著者5 氏名Bを削除して，「著者１A」のみを残してください。著者名が2人以上の場合は，著者名の間は「，」で区切ります。

所属は原稿1ページ左段脚注に記してください。
まず，原稿末尾の次の行に（空行を入れず）半角ダッ------------------------------------------------

A: ○○大学○学部（明朝9pt, A: の部分はCentury9pt）
B: ○○（株）教育開発部（学部名/部署名まで記載）

C: ○○大学○○○学部（行間隔　最低値0pt）

シュの連続の1行を入れてください。

その次の行に，所属を記載した行を入れる。所属ごとにA: ，B: のようなアルファベット順の記号で記し，同一所属は同じ記号を用います。単著の場合もA:の記号を忘れずに入れてください。

大学の場合は大学名学部名まで明記してください（その他の場合もこれに準ずる）。大学名と学部名の間はあけないでください。
２　「上書きモード」の設定方法

キーボードのInsertボタンを１回押します。

2.1　本文の貼り付け方

①別に作成した原稿の本文を「コピー」します。

②「編集」から「形式を選択して貼り付け」を選択，「貼り付ける形式」は「テキスト」を選択します。

３　改ページに関する注意
ここに章・節などの見出しがきた場合は，空白行を入れるなどして最上段に送ります。

４　図表
　予稿集の印刷は原則として白黒になりますので，事前に必ず白黒印刷をして，読み取りに支障がないことを確認してください。図表には，必ず図題，表題をつけ，図，表，図題，表題はすべて中央揃いとしてください。貼り付ける図表が，1段に収まらなければ，左右2段にまたがってもよい。また，原稿中に図が1つしかなくても，「図1」としてください。
4.1　図
　図題はゴシック体で，以下のように，図の下につけてください。

図1　○○○○
4.2　表
　表題はゴシック体で，以下のように，表の上につけてください。
表1　△△△△△△△
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


本文や他の図表の間には1 行の空行をいれてください。
５　全般的な注意事項
本文の記述に際しては，原則として体言止めスタイルは取らないようにしてください。文章として読み上げたときに意味が通じるように書くことを基本とします。ただし，どうしても体言止めで項目を列挙したい場合には，小見出しを活用してください。もしくは，図あるいは表として構成し，本文の外に出すようにするか，次のような箇条書きにします。

　①こんなこと

　②あんなこと

　③・・・・・

引用・参考文献（ゴシック10.5ptボールド）

1)文字サイズは見出し【番号）】の部分とともに，10ptの明朝（英数字はCentury）とします。文献ごとに，2行目以降は行頭を一字ほど下げてください。

2)引用・参考文献リストには1)から順に番号を振ります。

3)引用・参考文献リストの文字サイズは，番号も含め10ptです。フォントは，本文と同様，明朝とし，英数字はCenturyです。

4)引用・参考文献リストの記載順は，本文での言及順を基本とします。

5)引用・参考文献リストに記載する書誌情報は，読者が確実に同文献を検索できるよう配慮してください。

6)引用・参考文献の著者名は，省略せずに，原文に忠実に全員分の姓と名を記述してください。

7)引用・参考文献にサブタイトル（副題）は，（　）でくくります（以下の引用・参考文献リストの5）を参照）。

8)引用・参考文献リスト中のURLからはリンク（下線）を削除しておいてください。また，途中で改行する設定にするなどして，文字間に不自然な空白ができないようにしてください。

9)引用・参考文献リストには，原則として，本文中で言及した文献のみ記載してください。

例．

1)西山潔，石原和宏：活火山地帯における震源地特定について（第1 報計算手法の提案），火山列島，2005，50 巻5 号，p.407-416．

2)Paola PISCIELLA, Mario PELIO and David S. BECKER: FTIR Spectroscopy Investigation of the crystallization Process in an Iron Rich Glass, Journal of European Ceramics Society, 2006, vol.33, no.3, p.345-351.
3)岩井實，佐久田博：基礎応用第三角法図学第2 版，森北出版，2006．

4)日本照明学会（編）：照明ハンドブック，オーム社，2001．

5)国立教育政策研究所（編）：生きるための知識と技能 5（OECD生徒の学習到達度調査（PISA）2012年調査国際結果報告書），明石書店，2013．
6)Robert J. SCHILLING and Sandra L. HARRIS: Applied Numerical Methods for Engineers Using MATLAB and C, Brooks/Cole Publishing Company, 1999.
7)Allan COLLINS: 認知的徒弟制，2006（森敏昭，秋田喜代美（監訳）：学習科学 ハンドブック，培風館，2009，p.41-52）．
※著者名の表記は引用元の訳本の表記に準じる

8)日本リメディアル教育学会：http://www.jade-web.org/index.html　（2015年4月1日参照）
